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登壇 

 

司会：おはようございます。2025 年 2 月期、通期決算説明会を開催いたします。 

下地（映像）：おはようございます。いつもお世話になり、ありがとうございます。これから

2025 年 2 月期、通期の決算説明会を行います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

それでは、2025 年 2 月期通期業績ハイライトです。通期売上高、1,566 億円、修正計画比

99.7%、修正計画差マイナス 3 億 9,000 万円。通期営業利益、16 億 3,000 万円、修正計画比

81.8%、修正計画差マイナス 3 億 6,000 万円。通期純利益、152 億 3,000 万円、修正計画比

101.5%、修正計画差 2 億 3,000 万円となりました。 

売上高はほぼ修正計画並み、国内事業、海外事業ともに収益構造改革の一環で、低収益事業の撤退

を進めたため、計画を下回りました。また、ストリート・カジュアル系ブランドが大きく計画を超

過いたしましたが、その一方で売上上位の旗艦ブランドが全般的に伸び悩みました。 

売上総利益率は、前年より課題でありました在庫適正化に向けた値引きや、継続的な仕入価格高騰

による収益悪化を織り込んでおりまして、ほぼ計画並みになっておりました。この部分での収益構
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造改革効果は、先行したブランドが現状でいきますと良くなってはきているのですが、今年度より

本格的に見込んでいける見通しであります。 

販管費の削減は計画どおり行ったものの、不動産売却に関連する費用の一部が販管費計上となった

ため、営業利益はその分、修正計画を下回る結果となりました。 

純利益につきましては、資産売却益および収益構造改革による一過性費用を計上しまして、修正並

みとなっております。 

 

売上総利益と販管費の詳細です。売上総利益 839 億 9,000 万円、前期比 99.1%、前期差マイナス 7

億 3,000 万円です。販管費につきましては 823 億 5,000 万円、前期比 99.3%、前期差マイナス 6

億円となっております。 

売上総利益の悪化要因としまして、在庫適正化や早期在庫消化に向けた値引き販売、および評価損

の増加、為替悪化等による仕入原価の高騰があります。良化要因としましては、構造改革施策とし

て仕入先の集約、現地決済化、および適正な価格設定への取り組みがございます。それと売上高の

増加がございました。先行ブランドから収益構造改革を進行している一方で、原価高騰や一部ブラ

ンドの在庫消化をより踏み込んだ結果、粗利率は前年から悪化いたしました。 

続いて販管費ですが、悪化要因としては収益構造改革による一過性費用の計上、資産売却関連費用

の振替がございます。良化要因としましては、販促の広告費、そして物流費、業務委託費の効率

化、費用効率向上のスキームを策定し、諸経費を削減いたしました。総括しますと、収益構造改革
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の一過性費用がある中、削減効果が進みまして、販管費率は 0.8 ポイント改善となりました。一方

で、特別損失に見込んでいた費用が販管費計上となっております。 

 

営業利益です。営業利益 20 億円を計画する中、収益構造改革の発現と一過性費用の計上により、

20 億 7,000 万円まで積み上がりましたが、不動産売却関連費用の影響により、実績は 16 億 3,000

万円、修正計画からマイナス 3 億 7,000 万円の着地となっております。 
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純利益影響項目です。不動産収入、受取配当金、持分法投資損失などの営業外損益 4 億 4,000 万円

を加え、経常利益は 20 億 7,000 万円。事業譲渡に伴う減損損失や、本社人員のスリム化に伴う収

益構造改革費用などを計上したものの、不動産売却益 240 億円により、特別損益は 217 億 9,000

万円となり、法人税等 86 億 2,000 万円を計上しまして、純利益は 152 億 3,000 万円、利益率は

9.7%となっております。 

 

貸借対照表についてです。現金および預金となります。中期経営計画で挙げました非事業資産圧縮

を進め、主に不動産売却によるキャッシュが増加いたしました。前期比 168.6%、188 億 5,000 万

円増となっております。 

棚卸資産です。売上進捗に合わせた仕入れ管理の徹底と、過年度品の消化が順調に進んだことで、

前期比 92.4%、21 億 4,000 万円の改善となっております。 

投資有価証券です。政策保有株をはじめとした投資有価証券の売却によりまして、非事業資産を圧

縮。前期から 16 億 4,000 万円の減少となっております。 

自己株式、直近 1 年間の取得累計は約 60 億円となります。一部は消却が完了しておりまして、前

回から 16 億 1,000 万円の減少となります。また 2024 年 10 月から取得しました自己株式は、

2025 年 3 月に取得が完了しておりまして、4 月末に消却を予定しております。 
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チャネル別売上概況です。国内の百貨店および駅ビル、商業施設を合わせたリアル店の売上高は、

前期比 101.7%、15 億 2,000 万円の増加です。インバウンド需要を取り込むブランドが、リアル店

をけん引いたしました。 

百貨店は前期比 93.8%と苦戦を強いられましたが、構造改革による店舗純減や、売上のウェイトが

高いゴルフブランドの在庫消化促進によるものです。 

国内その他は株式会社 READY TO FASHION の通期寄与、株式会社エス・グルーヴの継続的拡大

により、前期比 104.8%、9 億円の増加となっております。 

一方、海外は為替影響による押上げ要因があるものの、米国子会社における卸事業の苦戦が影響し

まして、前期比 98.8%の着地となりました。 
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通期の EC 売上実績です。限定コラボ商材を強化した 3rdEC は、前期比 101%と堅調でしたが、自

社 EC は費用対効果の見直しのため、販促費の抑制ですとか、リニューアルのためのクローズに伴

い在庫をリアル店に寄せた影響により、前期比 92.2%となり、国内 EC 売上高は前期比 97%、マイ

ナス 10 億 5,000 万円と、前年を割ってしまいました。 

海外につきましては為替影響にもよる押上げもございますが、外貨ベースでも前年を超えて復調し

ております。 

また 2 月 20 日にはブランド公式オンラインサイト、mix.tokyo がリニューアルオープンいたしま

した。これまでは安定稼働に向けたテストランニングフェーズでございましたが、今後は大型販促

なども打ち出しながら、攻勢を強めてまいります。 
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ブランド別概況です。まずは主力ブランドの個別概況となります。在庫適正化と店舗のあり方の見

直しで、一時的な減収となったブランドもあります。その一方、コンテンツ強化が功を奏したブラ

ンドも見られました。これら戦略的な取り組みを行ってきましたが、ブランド基盤の健全化と持続

的成長に向け、重要な布石を打つ期となっております。 

ご紹介としては PEARLY GATES、一つでありますが、前期比 92.9%、在庫適正化に向け、積極的

にセールを実施いたしました。結果、その反動で売上は伸び悩みました。足元はポケモンコラボが

既存のお客様のみならず、国内外の新規客へリーチし好調にスタートしまして、3 月には上海、台

湾に新店がオープンし、海外進出も進めております。新たな認知を拡大し、インバウンドを含めた

海外戦略も進めていきます。 
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成長好調ブランドの状況をご説明します。Schott です。初めてブランド別売上トップ 10 にランク

インいたしました。その Schott ですが、2024 年 4 月に TikTok アカウントを開設しまして、

YouTube でもブランドとの親和性が高い著名人とのコラボ商品のメイキング動画を発信するな

ど、SNS コンテンツを拡充させております。 

さらに若者層からの支持が厚い YOUNGER SONG とのコラボに関しましては、ブランドの持つ伝

統と新たな感性を融合させた取り組みとして、注目されました。既存ファンのみならず、新たなフ

ァン層の醸成にもつながっておりまして、売上前期比 127.6%と好調を維持しております。 
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中期経営計画の進捗です。こちらは再掲となりますが、TIP27 の概要となります。昨年から収益構

造改革を進めておりますが、改革は順調に進んでおり、今期から来期にかけて本格的に投資原資を

創出いたしております。創出された投資原資は成長ブランドや M&A も含めた新たな事業など、今

後 TSI がファッションエンターテインメントを提供するため、基盤となる成長戦略へと投資してま

いります。 

また人的資本への投資としまして、成果を生み出す人材に正当な報酬を出していく。そういった強

い決意の下に給料の水準アップや、インセンティブの制度も今期からスタートします。 
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こちらは中期経営計画における、収益構造改革の項目です。五つの施策がございますが、横断的に

網羅した構造改革が進行いたしております。各施策の進捗と今期の利益インパクトに関して、次の

ページ以降でお話ししたいと思います。 

 

まずは仕入原価の低減についてです。前期は仕入先の集約、そして取引条件の見直しによるコスト

メリットの改善を進めてまいりました。当社はアパレル事業におきまして、約 1,500 社の商社、メ
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ーカー等の仕入先がございます。その内、セレクト業態における仕入先が約 1,000 社ございまし

た。そこで、まず商社、メーカー等の仕入先の集約を行いまして、主要 3 社とのパートナーシップ

を締結し、スケールメリットを図ってまいります。 

また主に中国となりますが、生産工場の集約や ASEAN 地域への移管、ハンガー納品の取りやめや

海外での現地決済などによって、原価の低減も進めております。 

これらの取り組みによって、2024 年 2 月期と比較して、今期は 5 億円以上の利益インパクトを想

定いたしております。 

 

次はプライシングです。昨今、原材料の高騰や為替の悪化など、外部環境が大きく変化いたしてお

ります。また値上げによる離反を恐れて、値上げの余地のあるものの、なかなか踏み出せない状況

も一部にはありました。 

前期におきましては、適正な上代設定やマークダウンの最適化による売上総利益の改善に向けた、

新たな価格設定、仕組みづくりを図ってまいりました。仕組みとしましては競合視点、自社視点、

顧客視点、それぞれの視点から戦略的に価格を設定していきます。その仕組みを用いた価格設定

は、前期下期から一部ブランドで既にスタートいたしておりますが、今期から対象ブランドを拡大

し、5 億円以上のインパクトを見込んでおります。 
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それから店舗収益構造の見直しについてです。昨今の人員不足の解消と効率化を図るため、共通販

売員制度を導入しました。店舗の人員の配置の最適化や、販売員のキャリアアップ制度の改革を行

ってまいります。 

背景としまして、店頭での慢性的な人手不足、偏りがございました。それによりシフトコントロー

ルや事務作業などの負荷が増えており、お客様の接客に集中できない状況が散見されておりまし

た。この状況を打開するために、店舗別に適正な人員を再定義し、業務の平準化を図ることで、現

場の負荷低減を進めてございます。 

共通販売員制度につきましては、ブランド、店舗を横断するかたちで機動的に配置が可能となりま

して、キャリアアップの道筋を増やし、やりたいこと、持ち前のスキルに適した業務に従事するこ

とで、やりがいも高められる制度となります。 

これら店舗業務の負荷を低減することにより、生産性、効率性が高まり、結果として今期は 5 億円

以上の利益インパクトを創出したいと考えております。 
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EC 統合についてです。当初のご案内のとおり、2 月 20 日に 11 のサイトを統合した公式オンライ

ンサイト、mix.tokyo がオープンいたしました。サイトの統合に伴い、今期、保守費用など約 5 億

円の抑制効果が出てきます。 

サイト統合に併せてメンバーサービスの統合も図ってまいります。統合による効果はコストの削減

だけではなく、新たなお客様を創出する狙いがありますが、そちらについては後ほどお話しいたし

たいと思います。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

 

最後に販管費、コスト等の効率化についてお話しします。左側は上期の進捗報告でお話しもしまし

たが、全社横断的なコスト削減を図っております。全社横断的なレビューを通じ、費用対効果を見

直すコスト統制の仕組みを導入しました。 

主には広告宣伝費、販促費、業務委託費の見直しによる削減です。前期は早期に効果を生み出し、

販管費、販管費率の改善に大きく貢献しました。費用対効果の向上や、成功体験の横展開により、

今期も効果を生み出してまいります。 

また市場環境の変化によりまして、年々肥大化する物流費におきましても、スキームの見直しによ

りコスト削減に大きく貢献いたしております。ブランド単位ではなく、サプライチェーンを横断し

た視点で最適化を推進しております。 

主には店舗間移動について、運送業者の統一ですとか、一定ルールをもうけたオペレーションに変

更いたしております。倉庫移転、統合、返却などによる人員や保管料の最適化も図っております。

これらにより、今期は 10 億円以上の効果を創出いたしたいと考えております。 

以上、五つの項目で今期 30 億円以上の効果を見込んでおりますが、いずれも 2024 年 2 月期との

対比となっております。 
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では成長戦略の一つ、ブランドポートフォリオの明確化についてです。現在、約 50 のブランドを

運営いたしております。まだ生まれて間もないブランド、そして長い歴史を持つブランド、それぞ

れありますが、全てに共通しているのは個性の強いブランドであると思っております。 

各ブランドが今後、生き抜いていくために、より個性のあるブランドとしてお客様に価値を提供す

るため、ブランドごとの中期成長計画を策定いたしました。収益構造改革で生み出した原資は成長

性のある事業に投資して、そこに集中してまいります。 

足元では旗艦ブランドの MARGARET HOWELL で、ウェアとカフェを併設した大型店舗を福岡と

大阪に出展いたしております。NBB では、N．や PROPORTION、FREE‘S MART、JILL BY 

JILLSTUART などの複合店である NBB＋が今月、全国初出店いたしました。 

また再生見極めブランドとして、直近いくつかの事業の譲渡や撤退を発表いたしております。これ

らにより、今期は前期と比較して 5 億円程度の利益インパクトを想定いたしております。 
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先ほどお話しした mix.tokyo ですが、こちらは成長戦略の OMO としてのご紹介です。サイト統合

に伴い、メンバーズサービスも統一いたしました。オンラインと店舗、共通のポイントとなりま

す。そしてサービスも共通化されたことで、利便性の向上を図ってまいります。 

統合効果として、各ブランド単位であった顧客接点を TSI ブランド全体に拡張いたしました。新た

な取り組みとして、AI がシーン別のコーディネートを提案するサービスもスタートいたしまし

た。さまざまなブランドを展開する TSI の強みを生かした施策で、お客様との多面的なつながりを

目指してまいります。 

mix.tokyo とリアル店舗でイベントや体験など、“コト”が密に結びつき、情報を共有する顧客戦略

で、お客様へのホスピタリティを高め、全社の総合力の強化を図っていきたいと思っております。 

新たにスタートを切った足元では、既存会員の移行や新規顧客様の獲得の施策を実施しており、ゴ

ールデンウィークに向けましては大型販促も企画して、攻勢を強めてまいります。お客様が楽しめ

るコンテンツも随時発信してまいりますので、ご覧の皆様もぜひ会員登録していただきますと幸い

です。よろしくお願いします。 
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サステナビリティ経営に向けた取り組みです。環境情報開示システムを提供する国際的な非営利団

体 CDP により、気候変動および水セキュリティでマネジメントに該当する、B スコアの評価を獲

得しました。また四つの重要領域に対し、さまざまな取り組みも継続的に行っております。 

前期の取り組みですが、地球環境領域は低環境負荷素材の使用によるサステナブルファッションの

推進や、ショッピングバッグの脱プラスチック化と、削減に向けた有料化を進めてまいりました。 

人間領域は数値目標を策定し、具体的なアクションを開始しました。 

社会領域では、MOVE WEAR のプロジェクトを通じて、ユニバーサルウェアの製作に初めて挑戦

いたしました。 

ガバナンス領域におきましては、サプライチェーンデューデリジェンスを実施いたしております。 

当社は、「私たちはファッションを通じて人々の心を輝かせる価値を創造し、明日を生きていく喜

びを社会とともに分かち合います」という経営理念の下、事業活動を通じて、あらゆるステークホ

ルダーとともに持続可能な未来社会を築いていきます。 
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再掲になりますが、1 月の決算発表時に TIP27 のキャッシュアロケーションを修正しております。

1 月の不動産売却により、非事業資産圧縮によるキャッシュ創出が大きくなりました。修正計画で

は、非事業資産圧縮分を拡大するとともに、それにより外部調達を前提としないこととし、3 年間

総額キャッシュ創出を 610 億円へ増額いたしました。 

その用途として、増額分 110 億円の大部分を株主還元強化に充てることとし、前期を含めた 3 年

間で自己株式の取得 50 億円、特別配当として 50 億円を追加配分しております。成長投資は微増

ですが、今期より積極的に収益改善に努めてまいります。 
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今期計画についてです。売上高は事業撤退の影響もあり、1,530 億円、前期比 97.7%。営業利益は

収益構造改革の効果発現により、57 億円、過去最高益の達成を目指します。なお経常利益は 60 億

円、当期純利益は 42 億円の見込みです。 

前期事業撤退などがありましたので、売上高は約 55 億円の影響があります。既存事業としては 18

億円の増収、前期比でプラス 1.2%となっております。 
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損益計画、営業利益差についてです。2025 年 2 月期実績 16 億 3,000 万円から、前期一過性費用の

減少と前期撤退事業のプラス影響に加え、事業成長による売上高拡大や、収益構造改革の追加効果

などを含めまして、2026 年 2 月期計画は営業利益 57 億円と設定いたします。 

 

今後の見通しです。山のような図となっておりますが、一番上が最終年度です。3 年目にあたる

2027 年 2 月期で、営業利益 100 億円は変更いたしません。今期は 57 億円を想定しておりますの

で、およそ 6 合目を目指しております。 

まだ道半ばではありますが、今期計画は TSI 発足以来、最高益の水準でございます。収益構造改革

を継続しつつ、成長戦略の投資を注力し、今期計画の達成を目指してまいります。 
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配当予想についてです。特別配当は 3 カ年で 50 億円を想定しており、不動産売却により利益水準

が高い前期の配分が高くなっております。 

配当予想につきましては、還元方針である配当性向 30%以上を指標とし、特別配当 15 円を加算し

た 40 円といたしました。1 株当たりの配当額では減配となりますが、特別配当を加算し、今期の

配当性向は前期を上回るかたちとなっております。また最終年度である来期は、DOE4%を目指す

こととしております。 
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最後に株価の推移です。前回の中期経営計画 TIP25 を発表したタイミングでは、株価は 300 円台

前半でございました。TIP27 にローリングした際に 900 円台前半まで上昇しましたが、前期の上期

決算を発表した昨年 10 月には 1,086 円、さらに今年の 1 月に開示した決算では TIP27 でお約束し

た不動産の売却を実施し 1,306 円と、その時点では TSI 発足以来、最高値を更新しました。まだ道

半ばではございますが、改革を進めてから今日まで、徐々に上昇してきております。 
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「ファッションエンターテインメントの力で、世界の共感と社会的価値を生み出す。」改革 2 年目

である今期は収益構造改革の効果発現と、成長性に向けた取り組みが重要であり、数値として結果

を残さなければなりません。足元 3 月は統合サイトリニューアルの影響で苦戦いたしております

が、ゴールデンウィークに向けて経済施策など、展開予定です。 

引き続き市場の皆様からご評価いただけるよう、あらゆる手でもって頑張ってまいりますので、ご

支援賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。  
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